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杉生線の利用者は7時台が一番多いということだが、車内はどのような状況か。 ○

運行を継続するためには、何人利用すれば安定するか、数字はオープンにしていた
だきたい。

○

杉生線における利用状況を教えて欲しい。 ○ ○

案１を求める声
高齢者の利用を考えると自宅と停留所が近い方が良いと思うので、見直し案１が良
いと考える。しかし、杉生で乗換えが必要になる。

○

見直し案２の場合、大島地域からチョイソコいながわがなくなったら、旭ヶ丘は坂がき
ついので、バス停から自宅までの坂道を移動するとなると、大変なのでは。

○

杉生新田地区は、チョイソコいながわが運行することで、路線バスやコミュニティバス
「ふれあいバス」の利用機会が増加し、使い勝手が良いので、チョイソコいながわを残
してほしい

○

案１の方がよい。案２の場合、楊津地区は川床口までチョイソコでと言われても誰も
乗らないと思う。イオンまで連れて行ってくれたらチョイソコの方でもよいが。

〇

案２を求める声

杉生線を観光で利用しており、杉生から徒歩となるため、見直し案２が良いと考える。
また、便は少なくなったとしても、観光利用はそのバスの時間に合わせて動くことがで
きる。

○

我々の希望としては観光客も利用できる見直し案２が良いと考える。 ○

見直し案２の場合、バスの便数が少なくても、予約することなく時間に合わせて利用
できるので良いと考える。

○ ○

バスが地域に乗り入れる案２が良い。今までは杉生新田に行きたかった人も行けて
なかったので、行けるようになれば、奥猪名健康の郷に行く足も生まれる。そうすれ
ば帰りもバスを利用する人もあり、利用者が増えるのでは。

○

柏原地区の高校生の通学は、チョイソコいながわと路線バスの運賃が必要になるの
で、杉生まで車で送り迎えしている。見直し案２で、路線バスが柏原まで来てもらえる
と、運賃の負担が軽減されるのでうれしい。

○

旭ヶ丘にふれあいバスを復活させてほしい（見直し案２）。 ○ ○ ○

見直し案２の場合、ふれあいバスが運行することになった場合、旭ヶ丘地内の停留所
位置は従前のふれあいバスの停留所と同じ場所になるのか。

○

折衷案の提案

旭ヶ丘では、見直し案２の場合、ふれあいバスの便を逃すと、杉生線の尾花橋停留
所まで歩くことになる。チョイソコは残してはどうか。

○

旭ヶ丘地区では、ふれあいバスとチョイソコの両方を走らせればよいのでは。 ○

その他の意見

見直し案１となった場合、チョイソコいながわは観光で利用できないのか。 ○

杉生線は廃線しないで欲しい。減便してでも残しておいて欲しい。 ○

旭ヶ丘地区での土休日の移動は、歩いて、杉生や尾花橋まで出ないといけないの
か。

○ ○

チョイソコいながわは目的地まで直接行けるようにルート・エリアを見直すべき ○

猪名川町は高齢者が多く、高低差も大きいのでドアツードアが望ましい。北部の人が
買い物に行って荷物をもってバスに乗ることは特に高齢者には厳しいのでは。

○

この見直し案による運行はどのくらいの期間を想定しているのか。 ○

この見直し案による運行が出来なくなった場合、どうなるのか。 ○ ○

ふれあいバスは、ルートが長く時間がかかるので、日生中央駅まで行かなくても良
い。その分、北部地域の中で走ってほしい。

○

特定非営利活動法人（NPO法人）などで、ご近所の方を送迎するようなものを実施す
るとしたら、都市政策課に相談すればよいのか

○

通学通勤の交通も重要だが、高齢者の足という面で重きを置いて検討していただき
たい。

○

日生中央から杉生方面への最終便の発車時刻を繰り下げて欲しい。 ○

見直し案２の場合、最終便を20時40分発にできないか。20時20分発では早すぎる。 〇

見直し案２の場合、ふれあいバスのルートが見直されることで、役場までアクセスしよ
うとすると、ふれあいバスや路線バスで乗り継いでいく必要が出てくるので、金銭的な
支援があればうれしい。例えばふれあいバス間の乗り換えに割引があればありがた
い。

〇

見直し案１及び２ともに、第1便での時間では、高校生の始業時間に間に合わない。
現在の杉生線の始発ダイヤと同じにして欲しい。

○ ○

見直し案２では、第1便の6時台が無くなっているが、現在、利用している方はどうす
れば良いのか。

○

旭ヶ丘から大阪市内へ通勤で利用しており、通勤時は問題ないが、帰宅時は最終便
を利用している。土休日も最終便を利用しており、見直し案の場合、帰宅時にバスが
利用できなくなる。

○

利用状況を見ていると減便はやむを得ないと思うが、少なからず利用者はいるので
何らかの方法で移動手段は確保してほしい。

〇
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東山から役場へ行くときは、バスですが、紫合まで行って紫合から役場まで徒歩であ
る。それを高齢者にも求めるのは酷ではないか。

○

ふれあいバスは、杉生から日生中央を結ぶ杉生線と路線が重なっている。ふれあい
バスは、南部地域だけにして、北部地域を阪急バスに一本化しては。

○

路線の縮小はしないようにお願いしたい。せめて杉生までの路線は確保してほしい。 ○

走る時間帯に合わせて車両の大きさを変えてはどうか。 ○

大型自動車第二種免許を持っている60歳から70歳の定年退職を控えた方にお願い
して安くするとか。

○

乗務員の費用について、町が半分の費用を賄えることは考えてないのか。 ○

乗務員１人態勢について、労務条件や安全面は考慮しているのか。 ○

北部地域で少しでもバスを利用してもらえるような方法を考えるべき。 ○

チョイソコいながわを運行している自治会の中で知っている人同士が一緒に利用でき
る仕組みづくりも必要ではないか。

○

杉生線沿線地域の企業にも杉生線を利用してもらえるように協力を求めてはどうか。 ○

チョイソコいながわに乗ったら、絶対に阪急バスの杉生停留所から日生中央方面へ
行かないといけないと思っている人が多いので、大島地区内の利用も出来ることを周
知すべき。

○

行政から地元にバス利用の呼びかけがないので、積極的にしてはどうか。 ○

旧中谷中学校があった清陵中学校まで、中学生が通学時に阪急バス杉生線を利用
するように考えられてはいかがか。

○

楊津小学校や大島小学校では、小規模特別認定校制度で通学する児童の登校・下
校する時間に合わせるダイヤの見直しをしてはどうか。

○

小学生も登下校時に路線バスを使えるようにしてはどうか（気象条件（酷暑）や安全
面を考慮）。

○

柏原地区では、チョイソコいながわを大島小学校の児童が使っている。行きは町立清
陵中学校のスクールバス、帰りはチョイソコいながわを使っている。見直し案により路
線バスになったとすると下校時間にバスが必要だ。

○

土日だけでも、大野山へ行くのに柏原まではなにか公共交通があれば。阪急バスと
チョイソコいながわがタイアップするなど。

○

チョイソコを会員制にするのではなく、観光客も利用できるようにすれば、利用者も増
えるのでは。

○

大野山への観光客が杉生線を利用してもらえるようにしてはどうか。 ○ ○

松山市の坊っちゃん列車（伊予鉄道株式会社）のようなものをもってこれないのか。 ○

若い人たちも定住できるように、人口減少を解決する検討をしないといけない。 ○

北部地域からも老人大学（シニア大学）の受講者もアクセスできるようにして欲しい。 ○

阪急バスだけに求めるのではなく、他の事業者や他の運行方法探してはどうか。 ○ ○ ○

清陵中学校のスクールバスを活用してはどうか。 ○ ○ ○

町営バスによる運行も考えてはどうか。 ○ ○

白ナンバーによる運行（自家用有償旅客運送）も考えてはどうか。 ○ ○

各地区には消防団があり、ワンボックスの軽車両がある。それを廃止にして、各地区
がその軽自動車で運べば早いかもしれない。

○

住民や自治会の意見は聞いてくれるのか。決定事項はどこで決めるのか。 ○

今回出された住民の意見が、どのように反映されているのか聞きたい。 ○ ○

小学生や中学生の登下校について

今後の進め方について

路線バス以外の活用について

高齢者の社会参加について

まちづくりとの連携

観光との連携について

利用促進

乗務員について

車両について

ネットワークについて


